
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の概要】 
１ 胎児の成長 
２ 母子とともにがんばって生まれ 
  てくる分娩のふしぎ 
３ 分娩時のお母さんの思いと喜び、 
  家族の協力 
４ 分娩時の喜びの話(ボランティア 
  参加親子２組のお母さんより) 
５ 赤ちゃんとの触れ合いタイム 

富山県教育委員会平成２６年度いのちの教育総合支援事業 

「いのちの授業～赤ちゃん誕生を通して～」 
滑川市立寺家小学校６学年 

平成２６年１０月３０日実施 
【いのちの先生】 

水島 香苗先生 

・助産師 

 （保護者より）あなたが産まれた
とき、病室で初めてだっこしなが
ら、「無事に産まれてきてくれてあ
りがとう。」と思ったことを今でも
鮮明に覚えています。あれから１２
年、まっすぐに成長してくれてあり
がとう。今では頼もしく感じていま
す。名前には、人を包み込むような
優しい人になってほしいという願
いが込められています。願い通り、
優しい子に育ってくれてありがと
う。 

人生は一度しかありません。悔いの
ないように、精一杯生きてくださ
い。そしていつか素敵なお母さんに
なってくださいね。                 

（家族へ）私は、このいのちの授
業を受けて、いのちは本当に大切
で、かけがえのないものだと思い
ました。だいた赤ちゃんは、小さ
くてかわいかったです。そんな小
さな命から私たちが成長してき
たことを思うと、一人一人がみん
なの笑顔の中でうまれたその命
は、とても大切なんだと思いまし
た。いつも私を支えてくれたお父
さん、他にもたくさん協力してく
れた方々に感謝して、私も一生け
ん命生きていきたいなと思いま
した。この授業を受けられて本当
に良かった。 

（保護者より）お父さんとお母さんの
子に産まれてきてくれてありがとう。 

○○は、産まれてすぐに一過性多呼吸
症と診断され、だっこするまもなく、
検査室に運ばれていきました。「大丈
夫」とお母さんの元に戻ってきたと
き、涙が止まりませんでした。あの日
からずっとずっとお父さんとお母さ
んの宝物です。                         

水島先生は、朝日町立あさひ野小学校(平成２６年１２月５日)、朝日町立
さみさと小学校(平成２７年１月２７日)、黒部市立若栗小学校(平成２６年
１０月１８日)、黒部市立荻生小学校(平成２６年７月１日)、黒部市立たか
せ小学校(平成２６年７月４日)、黒部市立村椿小学校(平成２６年７月３
日)、黒部市立宇奈月小学校(平成２６年１１月１５日)、黒部市立三日市小
学校(平成２６年１０月３１日)、黒部市立石田小学校(平成２７年２月１３
日）、黒部市立宇奈月中学校(平成２６年９月２５日)、滑川市立南部小学
校(平成２６年１０月１１日)においても、いのちの授業をされました。 

（家族へ）私は命の授業で、
まだ産まれて４ヶ月の赤ち
ゃんをだっこしました。とて
も小さくて首もすわったば
かり。赤ちゃんはとても目が
きれいで温かかったです。 

助産師の水島先生が、命のこ
とをたくさんお話してくだ
さり、助産師というお仕事
は、とてもすてきだなと思い
ました。 


